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フ
ラ
ン
ス
第
三
共
和
政
期
に
お
け
る
共
済
組
合
運
動
の
展
開
廣
澤
孝
之
は
じ
め
に
第
一
節
「
社
会
的
貧
困
」
へ
の
取
り
組
み
と
社
会
保
険
制
度
創
設
の
試
み
第
二
節
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
共
済
組
合
運
動
の
展
開
過
程
第
三
節
「
社
会
連
帯
」
概
念
の
浸
透
と
「
一
九
一
〇
年
年
金
保
険
法
」
の
挫
折
第
四
節
共
済
組
合
運
動
の
転
換
と
「
一
九
二
八－
三
〇
年
社
会
保
険
法
」
の
成
立
結
論
は
じ
め
に
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
「
福
祉
国
家
」（Etat
-p
ro
viden
ce
）
の
形
成
過
程
に
お
い
て
、
重
要
な
転
換
点
と
な
っ
た
第
三
共
和
政
期
の
各
種
社
会
保
障
制
度
の
制
定
過
程
を
辿
る
と
、
経
営
者
団
体
は
、
各
企
業
あ
る
い
は
業
界
単
位
の
「
パ
テ
ル
ナ
リ
ス
ム
」
（p
atern
alism
e
）
を
重
要
視
し
、
ま
た
労
働
組
合
勢
力
は
、
被
雇
傭
者
に
拠
出
を
求
め
な
い
疾
病
保
険
や
年
金
制
度
の
創
設
を
主
張
す
る
こ
と
が
多
く
、
と
く
に
第
一
次
世
界
大
戦
以
前
に
お
い
て
は
、
両
者
と
も
職
域
を
越
え
た
普
遍
的
な
各
種
社
会
立
法
に
必
ず
し
も
積
極
的
と
は
い
え
な
か
っ
た
。
一
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
第
三
共
和
政
期
と
く
に
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
時
期
に
一
九
二
八－
三
〇
年
「
社
会
保
険
法
」
に
代
表
さ
れ
る
す
べ
て
の
産
業
労
働
者
を
対
象
と
す
る
老
齢
年
金
や
疾
病
保
険
な
ど
各
種
社
会
保
険
制
度
が
整
備
拡
充
さ
れ
て
行
っ
た
背
景
に
は
、
第
一
に
、
普
遍
的
な
社
会
保
障
制
度
の
積
極
的
導
入
に
よ
っ
て
「
社
会
問
題
」
の
解
決
を
は
か
ろ
う
と
し
た
急
進
的
共
和
主
義
派
な
ど
を
中
心
と
す
る
議
会
内
の
動
き
が
あ
り
、
第
二
に
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
各
国
で
展
開
さ
れ
た
各
種
社
会
立
法
の
影
響（
フ
ラ
ン
ス
の
場
合
に
は
、
旧
ド
イ
ツ
領
の
ア
ル
ザ
ス
・
ロ
レ
ー
ヌ
の
編
入
も
大
き
な
要
因
で
あ
っ
た
）の
二
つ
に
加
え
て
、
第
三
に
、
そ
れ
ま
で
強
制
加
入
を
原
則
と
す
る
社
会
保
険
制
度
導
入
に
強
く
抵
抗
し
て
い
た
共
済
組
合
運
動
の
事
実
上
の
方
針
転
換
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
の
時
期
「
共
済
組
合
組
織
」（so
ciétés
de
seco
u
rs
m
utu
els
）
は
、
疾
病
保
険
を
中
心
に
最
大
の
被
保
険
者
数
を
数
え
、
地
域
社
会
に
対
し
て
も
強
い
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
時
期
の
社
会
保
障
制
度
の
成
立
過
程
を
考
察
す
る
に
当
た
っ
て
、
共
済
組
合
組
織
が
社
会
立
法
過
程
お
よ
び
諸
制
度
の
社
会
へ
の
定
着
を
め
ぐ
る
情
勢
に
お
い
て
示
し
た
行
動
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
新
し
い
社
会
立
法
の
積
極
的
な
推
進
勢
力
と
な
っ
た
労
働
組
合
運
動
と
と
も
に
、
き
わ
め
て
重
要
な
視
点
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
稿
で
は
、
こ
う
し
た
フ
ラ
ン
ス
第
三
共
和
政
期
の
社
会
保
障
制
度
成
立
に
果
た
し
た
共
済
組
合
組
織
の
役
割
に
つ
い
て
、
そ
の
社
会
的
・
政
治
的
側
面
を
中
心
に
考
察
し
、
こ
の
時
期
の
各
種
社
会
立
法
過
程
に
及
ぼ
し
た
共
済
組
合
組
織
の
強
い
影
響
力
と
、
そ
の
影
響
力
の
背
後
に
あ
っ
た
も
の
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
（
本
稿
は
、
二
〇
〇
五
年
度
松
山
大
学
特
別
研
究
助
成
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
な
お
本
稿
の
内
容
に
関
連
す
る
報
告
（「
フ
ラ
ン
ス
第
三
共
和
政
期
の
共
済
組
合
運
動－
社
会
立
法
へ
の
取
り
組
み
を
中
心
に
」）
を
、
社
会
政
策
学
会
第
一
一
一
回
大
会
（
二
〇
〇
五
年
一
〇
月
、
北
海
道
大
学
）
で
行
い
、
参
加
者
か
ら
貴
重
な
コ
メ
ン
ト
を
賜
っ
た
こ
と
を
付
記
す
る
。）
松
山
大
学
論
集
第
十
七
巻
第
五
号
二
２９１
第
一
節
「
社
会
的
貧
困
」
へ
の
取
り
組
み
と
社
会
保
険
制
度
創
設
の
試
み

一
九
世
紀
後
半
に
お
け
る
「
社
会
的
貧
困
」（paup
rism
e
）
の
問
題
全
国
的
な
鉄
道
網
の
普
及
な
ど
に
と
も
な
い
本
格
的
な
工
業
化
が
進
行
し
始
め
る
第
二
帝
政
期
以
降
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
も
「
社
会
的
貧
困
」
が
大
き
な
課
題
と
し
て
登
場
し
て
く
る
こ
と
に
な
る
。
一
九
世
紀
後
半
に
お
け
る
社
会
的
貧
困
の
問
題
と
し
て
と
く
に
意
識
さ
れ
て
い
く
の
は
、
第
一
に
、
労
働
貧
民
の
劣
悪
な
住
宅
条
件
で
あ
り
、
第
二
に
、
労
災
・
疾
病
・
老
齢
な
ど
に
よ
る
就
業
中
断
・
不
能
の
問
題
で
あ
っ
た
。
第
一
の
問
題
に
対
し
て
は
、
企
業
主
に
よ
っ
て
労
働
者
住
宅
建
設
の
取
り
組
み
が
な
さ
れ
、
と
く
に
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ピ
コ
な
ど
ル
・
プ
レ
ー
学
派
に
よ
る
積
極
的
な
住
宅
建
設
の
動
き
が
特
筆
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
住
環
境
の
改
善
を
柱
と
す
る
社
会
的
貧
困
の
パ
テ
ル
ナ
リ
ス
ム
的
解
決
方
法
の
模
索
は
、
社
会
保
障
制
度
の
創
設
に
直
接
つ
な
が
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
と
く
に
ル
・
プ
レ
ー
学
派
は
、
産
業
化
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
会
に
も
た
ら
し
たnégativ
e
な
効
果
を
強
調
す
る
こ
と
が
多
く
、
社
会
的
貧
困
へ
の
対
処
と
し
て
は
、
伝
統
的
家
族
の
再
興
な
ど
を
そ
の
政
策
的
な
柱
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
第
二
の
問
題
に
対
し
て
は
、
従
来
の
救
貧
政
策
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
、
一
八
五
〇
年
に
政
府
の
管
理
下
の
も
と
に
「
国
民
老
齢
年
金
基
金
」（Caisse
n
ationale
des
R
etraites
pourla
V
ieillesse
）
が
創
設
さ
れ
る
。
こ
の
組
織
は
、
会
員
の
継
続
的
な
払
込
み
に
よ
り
終
身
年
金
基
金
を
つ
く
り
、
そ
の
利
子
分
を
会
員
に
支
給
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
給
付
水
準
は
極
め
て
低
い
も
の
に
す
ぎ
ず
、
本
格
的
な
老
齢
年
金
に
は
な
り
え
な
い
も
の
だ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
優
秀
で
安
定
し
た
労
働
力
の
確
保
を
め
ざ
し
て
い
た
企
業
は
、
労
働
者
の
互
助
的
組
織
に
パ
テ
ル
ナ
リ
ス
ム
的
援
助
を
加
え
る
形
で
老
齢
年
金
基
金
の
創
設
を
試
み
る
こ
と
に
な
る
。
各
職
域
で
進
め
ら
れ
た
こ
う
し
た
年
金
基
金
創
設
の
動
き
の
な
か
で
、
一
八
九
四
年
に
創
設
さ
れ
た
「
鉄
鋼
労
働
者
老
２９０
フ
ラ
ン
ス
第
三
共
和
政
期
に
お
け
る
共
済
組
合
運
動
の
展
開
三
齢
年
金
基
金
」
は
、
各
企
業
に
よ
っ
て
試
み
ら
れ
て
い
た
諸
制
度
を
統
合
し
た
、
職
域
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
最
初
の
全
国
的
な
老
齢
年
金
制
度
と
し
て
重
要
で
あ
る
。
こ
う
し
た
職
域
保
険
の
拡
充
の
動
き
の
な
か
で
政
府
は
、一
八
九
四
年
に「
労
働
者
の
疾
病
と
坑
夫
の
老
齢
年
金
に
関
す
る
法
」
を
制
定
し
て
、
坑
夫
の
年
金
制
度
に
関
す
る
制
度
化
（
す
べ
て
の
炭
鉱
労
使
は
、
と
も
に
賃
金
の
二
％
に
相
当
す
る
金
額
を
保
険
拠
出
金
と
し
て
、
上
記
の
国
民
老
齢
年
金
基
金
に
払
い
込
む
）
を
行
い
、
職
域
保
険
と
政
府
管
掌
の
年
金
制
度
と
の
接
合
を
企
図
す
る
。
政
府
が
こ
う
し
た
職
域
年
金
制
度
の
拡
充
を
推
進
し
た
背
景
に
は
、
例
え
ば
一
八
九
四
年
段
階
で
、
す
で
に
フ
ラ
ン
ス
の
坑
夫
全
体
の
九
八
％
が
、
す
で
に
何
ら
か
の
形
態
の
年
金
組
織
に
加
入
す
る
な
ど
、
パ
テ
ル
ナ
リ
ス
ム
的
組
織
の
拡
大
が
着
実
に
進
ん
だ
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
一
九
〇
九
年
に
は
、
鉄
道
員
を
対
象
と
す
る
「
主
要
鉄
道
退
職
年
金
法
」
も
成
立
す
る
。
こ
の
年
金
制
度
は
、
権
威
主
義
的
・
身
分
的
職
場
秩
序
に
強
く
反
発
し
て
い
た
鉄
道
労
働
者
に
よ
っ
て
、
職
制
の
恣
意
的
支
配
を
は
ね
返
し
、
労
働
条
件
の
統
一
的
改
善
（
当
時
フ
ラ
ン
ス
の
鉄
道
網
は
ま
だ
す
べ
て
国
有
化
さ
れ
て
お
ら
ず
、
い
く
つ
か
の
経
営
形
態
が
あ
っ
た
）
を
求
め
る
動
き
の
中
で
、
産
業
別
の
統
一
的
制
度
と
し
て
実
現
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
第
一
次
世
界
大
戦
直
前
の
一
九
一
四
年
に
は
「
坑
夫
自
主
年
金
基
金
」（Caisse
n
atio
n
ale
auto
n
o
m
e
d
e
retraite
des
o
u
v
riers
m
in
eu
rs
）
が
法
制
化
さ
れ
る
。
こ
の
組
織
は
、
労
使
同
額
の
拠
出
に
加
え
、
政
府
か
ら
の
補
助
金
を
与
え
ら
れ
、
さ
ら
に
そ
の
管
理
・
運
営
に
経
営
者
だ
け
で
な
く
、
労
働
者
お
よ
び
政
府
代
表
を
加
え
る
点
で
画
期
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
こ
の
年
金
制
度
は
、
強
力
な
炭
鉱
労
働
運
動
を
制
度
実
現
の
推
進
力
と
し
、
の
ち
の
全
産
業
を
対
象
と
す
る
社
会
保
険
制
度
全
体
の
モ
デ
ル
と
な
る
大
き
な
意
義
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
職
域
を
基
盤
と
す
る
制
度
か
ら
普
遍
的
な
社
会
保
険
制
度
の
実
現
が
容
易
に
発
展
し
て
行
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
原
因
は
、
第
一
に
、
後
述
す
る
共
済
組
合
組
織
が
各
種
給
付
制
度
を
拡
充
し
、
最
大
の
保
険
給
付
組
織
と
し
て
松
山
大
学
論
集
第
十
七
巻
第
五
号
四
２８９
の
足
場
を
固
め
て
行
っ
た
こ
と
、
第
二
に
、
職
域
保
険
が
整
備
さ
れ
た
鉄
道
・
鉄
鋼
な
ど
は
、
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
に
と
っ
て
戦
略
的
に
重
要
な
産
業
で
高
い
生
産
性
を
有
す
る
と
い
う
意
味
で
例
外
的
で
あ
り
、
当
該
産
業
の
労
働
者
は
、
こ
う
し
た
職
域
保
険
制
度
の
存
在
を
あ
る
種
の
特
権
意
識
を
も
っ
て
意
識
し
て
い
た
こ
と（
し
た
が
っ
て
、
給
付
水
準
の
平
準
化
に
つ
な
が
る
制
度
の「
一
般
化
」
に
は
き
わ
め
て
消
極
的
だ
っ
た
）、
第
三
に
、
一
部
の
産
業
を
除
い
て
は
零
細
工
場
が
圧
倒
的
多
数
を
占
め
た
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
工
業
化
の
漸
進
的
進
行
は
、
普
遍
的
な
社
会
保
険
制
度
実
現
の
前
提
と
な
る
産
業
界
・
労
働
界
の
組
織
化
を
容
易
に
は
推
し
進
め
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

「
社
会
保
険
」
制
度
の
成
立
職
域
を
対
象
と
す
る
各
種
保
険
・
給
付
制
度
拡
充
の
な
か
で
、
全
産
業
に
わ
た
る
フ
ラ
ン
ス
最
初
の
「
社
会
保
険
」
制
度
と
し
て
制
定
さ
れ
た
の
は
労
災
補
償
制
度
で
あ
っ
た
。
一
九
世
紀
末
、
多
く
の
炭
鉱
や
鉄
鋼
業
に
お
い
て
は
、
多
発
す
る
労
災
事
故
に
対
応
し
、ま
た
労
働
力
確
保
の
観
点
か
ら
、パ
テ
ル
ナ
リ
ス
ム
の
一
環
と
し
て
労
災
補
償
の
諸
制
度
が
次
第
に
整
備
さ
れ
て
い
た
。
例
え
ば
、
甚
大
な
労
働
災
害
が
頻
発
し
た
鉄
鋼
業
で
は
、
一
八
九
一
年
に
「
鉄
鋼
労
災
保
険
基
金
」
を
フ
ラ
ン
ス
鉄
鋼
協
会
が
創
設
し
、
加
盟
企
業
か
ら
保
険
料
を
徴
収
し
、
労
災
死
亡
事
故
や
重
度
災
害
の
犠
牲
者
に
、
基
金
か
ら
補
償
金
を
支
払
う
制
度
を
整
備
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
特
定
の
職
域
を
対
象
と
す
る
制
度
だ
け
で
な
く
、
第
三
共
和
政
が
定
着
し
て
い
っ
た
一
八
八
〇
年
頃
か
ら
、
政
府
部
内
で
も
労
働
者
全
体
を
対
象
と
す
る
労
災
補
償
制
度
の
創
設
の
必
要
性
が
次
第
に
議
論
さ
れ
は
じ
め
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。
労
災
補
償
制
度
に
関
し
て
は
、
民
法
上
の
損
害
賠
償
の
解
釈
の
転
換
に
よ
っ
て
現
行
の
法
体
系
の
中
で
問
題
の
処
理
を
は
か
ろ
う
と
す
る
議
論
も
有
力
で
あ
っ
た
が
、
問
題
の
根
本
的
な
解
決
の
た
め
に
は
、
労
災
補
償
に
関
す
る
新
た
な
立
法
の
必
要
性
が
次
第
に
強
く
主
張
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
主
張
の
中
心
に
位
置
し
て
い
た
の
は
、
ナ
ド
ー
（M
artin
N
adaud
）
な
ど
左
派
共
和
２８８
フ
ラ
ン
ス
第
三
共
和
政
期
に
お
け
る
共
済
組
合
運
動
の
展
開
五
主
義
に
立
つ
議
員
た
ち
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
状
況
の
な
か
で
、
一
八
八
〇
年
に
国
民
議
会
に
提
出
さ
れ
、
実
に
一
八
年
間
の
審
議
を
要
し
て
一
八
九
八
年
に
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
最
初
の
「
社
会
保
険
」
制
度
と
な
る
「
労
災
補
償
法
」
（Loid
u９
av
ril１８９８
co
n
cern
antles
responsabilités
d
es
accidents
dontles
o
u
v
riers
so
nt
victim
es
dans
leur
travail
）
が
制
定
さ
れ
る
。
こ
の
労
災
補
償
法
の
成
立
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
社
会
保
障
問
題
に
関
す
る
、
法
的
・
社
会
的
そ
し
て
国
家
の
役
割
の
い
ず
れ
の
面
に
お
い
て
も
決
定
的
な
転
換
の
嚆
矢
と
な
っ
た
。
一
八
九
八
年
に
成
立
し
た
労
災
補
償
法
の
特
徴
は
、
次
の
三
つ
の
点
に
認
め
ら
れ
る
。
第
一
に
、
重
要
な
法
理
の
転
換
と
し
て
、
労
働
災
害
に
対
す
る
「
職
業
危
険
」
の
概
念
を
導
入
し
、
労
災
補
償
に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
過
失
責
任
主
義
を
排
し
、「
無
過
失
責
任
主
義
」
を
採
っ
た
点
。
第
二
に
、
使
用
者
に
課
せ
ら
れ
た
補
償
内
容
と
し
て
「
定
率
性
の
原
則
」
を
採
用
し
た
こ
と
。
第
三
に
、農
業
労
働
を
除
く
ほ
ぼ
す
べ
て
の
産
業
労
働
者
を
被
保
険
者
と
し
な
が
ら
も
、国
家
の
主
管
す
る
強
制
保
険
制
度
で
は
な
く
、
使
用
者
の
責
任
と
裁
量
を
重
視
し
て
「
任
意
責
任
保
険
制
度
」
を
活
用
し
た
こ
と
、
で
あ
る
。
こ
こ
で
と
く
に
注
目
し
た
い
の
は
、
第
三
の
特
徴
（
任
意
責
任
保
険
制
度
の
活
用
）
で
あ
る
。
労
災
補
償
の
義
務
を
負
っ
た
使
用
者
は
、
危
険
の
分
散
を
図
る
た
め
、
多
種
多
様
な
組
織
の
利
用
や
設
立
を
行
っ
た
。
そ
れ
ら
の
う
ち
主
要
な
も
の
は
、
民
間
の
保
険
会
社
と
契
約
を
結
ぶ
も
の
、
共
済
組
合
組
織
や
補
償
組
合
の
結
成
を
図
る
も
の
、「
全
国
災
害
保
険
金
庫
」
へ
の
加
入
、
の
三
つ
で
あ
っ
た
。
最
初
の
本
格
的
な
社
会
保
険
で
あ
る
労
災
保
険
制
度
の
導
入
に
あ
た
っ
て
、
そ
の
運
営
組
織
に
任
意
加
入
を
原
則
と
す
る
共
済
組
合
組
織
の
活
用
が
想
定
さ
れ
た
こ
と
は
、
こ
の
時
期
の
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
共
済
組
合
運
動
の
拡
が
り
と
そ
の
社
会
的
影
響
力
の
大
き
さ
を
物
語
る
も
の
と
い
え
る
。
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第
二
節
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
共
済
組
合
運
動
の
展
開
過
程

共
済
組
合
組
織
の
成
立
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
共
済
組
合
組
織
は
、
す
で
に
ア
ン
シ
ャ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
期
に
い
く
つ
か
の
都
市
に
お
い
て
そ
の
原
型
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
大
革
命
期
の
一
七
九
一
年
に
公
布
さ
れ
た
ル
・
シ
ャ
プ
リ
エ
法
に
よ
っ
て
、
他
の
職
業
的
結
社
と
と
も
に
禁
止
さ
れ
た
。
一
八
四
八
年
の
二
月
革
命
後
、
結
社
の
自
由
が
容
認
さ
れ
、「
社
会
問
題
」
へ
の
積
極
的
対
応
と
し
て
共
済
組
合
の
活
用
を
模
索
す
る
ド
・
ム
ラ
ン
（A
rm
and
de
M
elu
n
）
な
ど
の
活
動
に
よ
っ
て
、
法
的
に
も
（Loi
d
u
１５ juillet１８５０
）、
か
つ
て
の
同
業
組
合
を
基
礎
と
す
る
「
許
容
組
合
」（So
ciété
auto
risée
）
だ
け
で
な
く
、「
公
的
利
益
へ
の
貢
献
を
目
的
と
す
る
こ
と
を
国
家
が
承
認
す
る
組
合
」（Société
reco
n
n
u
e
d’utilité
publique
）
の
結
成
が
は
か
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
第
二
帝
政
成
立
後
、
社
会
的
貧
困
の
撲
滅
を
標
榜
し
た
ナ
ポ
レ
オ
ン

世
の
公
布
し
た
デ
ク
レ
（décret-loid
u
２６
m
ars１８５２
）
に
お
い
て
、
三
種
類
の
共
済
組
合
組
織
（Sociétés
autorisées,
S
o
ciété
reco
n
n
u
e
d’utilité
publique,
S
o
ciétés
approuvées
）
の
創
設
が
容
認
さ
れ
、フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
共
済
組
合
組
織
は
本
格
的
な
活
動
を
開
始
す
る
。そ
の
結
果
一
八
五
二
年
末
段
階
で
、
共
済
組
合
組
織
は
二
、
五
〇
〇
以
上
の
組
合
に
お
よ
そ
二
七
万
人
を
組
織
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
そ
の
存
在
が
公
的
に
容
認
さ
れ
た
三
種
類
の
共
済
組
合
組
織
の
な
か
で
、
そ
の
規
模
お
よ
び
影
響
力
を
次
第
に
拡
大
し
て
行
っ
た
の
が
、
新
た
に
設
置
が
認
め
ら
れ
た
「
認
可
組
合
」（So
ciétés
app
ro
u
vées
）
で
あ
っ
た
。
こ
の
認
可
組
合
は
、
職
域
で
は
な
く
、
地
域
（
ま
た
は
県
）
単
位
に
基
礎
を
置
い
た
組
織
で
あ
り
、
政
府
か
ら
認
可
を
受
け
る
と
と
も
に
、
認
可
に
よ
る
税
務
上
・
財
政
上
の
便
宜
を
受
け
る
条
件
と
し
て
、「
名
誉
会
員
」（m
em
bres
honoraries
）
を
メ
ン
バ
ー
に
加
え
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
て
い
２８６
フ
ラ
ン
ス
第
三
共
和
政
期
に
お
け
る
共
済
組
合
運
動
の
展
開
七
た
。
こ
の
名
誉
会
員
は
、
共
済
組
合
組
織
に
寄
付
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
金
庫
か
ら
保
険
給
付
等
を
受
け
る
必
要
が
な
い
経
済
的
・
社
会
的
基
盤
を
も
つ
、
地
域
社
会
の
「
名
望
家
」（
具
体
的
に
は
中
小
企
業
主
・
農
園
主
・
医
師
に
代
表
さ
れ
る
自
由
業
者
・
ラ
ン
テ
ィ
エ
と
呼
ば
れ
る
小
資
産
家
な
ど
）
に
限
ら
れ
、
事
実
上
か
れ
ら
が
認
可
組
合
の
運
営
を
掌
握
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
く
。
こ
の
時
期
に
共
済
組
合
組
織
の
結
成
が
促
進
さ
れ
た
背
景
に
は
、
社
会
問
題
の
解
決
を
貧
困
層
に
対
す
る
富
裕
層
の
道
徳
的
感
化
に
よ
っ
て
は
か
る
（m
o
ralizatio
n
）
こ
と
を
め
ざ
し
、
そ
の
手
段
と
し
て
共
済
組
合
組
織
の
活
用
を
模
索
し
た
第
二
帝
政
の
共
済
組
合
政
策
（m
utu
alité
im
p
eriale
）
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
共
済
組
合
組
織
は
、
地
域
名
望
家
の
影
響
力
を
最
大
限
活
用
す
る
こ
と
で
（
彼
ら
の
影
響
力
は
そ
の
経
済
的
資
源
だ
け
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
地
域
社
会
に
お
け
る
知
識
階
層
と
し
て
の
名
声
や
威
信
に
拠
る
も
の
も
大
き
か
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
）
ボ
ナ
パ
ル
テ
ィ
ズ
ム
的
社
会
秩
序
を
そ
の
基
底
部
分
で
支
え
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
た
。
第
二
帝
政
期
の
共
済
組
合
運
動
の
発
展
は
、
第
二
帝
政
崩
壊
の
一
八
七
〇
年
段
階
で
、
約
五
、
八
〇
〇
の
共
済
組
合
が
組
織
さ
れ
る
ほ
ど
に
な
っ
た
が
、
そ
の
大
多
数
（
約
四
分
の
三
）
は
認
可
組
合
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
認
可
組
合
を
中
心
と
す
る
共
済
組
合
組
織
の
拡
大
は
、
疾
病
給
付
を
中
心
に
保
険
制
度
を
フ
ラ
ン
ス
社
会
に
定
着
さ
せ
る
上
で
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
が
、
同
時
に
共
済
組
合
組
織
の
名
望
家
支
配
化
（n
otabilisatio
n
）
の
傾
向
は
、
第
三
共
和
政
成
立
以
後
、
次
第
に
活
発
に
な
っ
て
い
く
労
働
組
合
運
動
と
共
済
組
合
運
動
と
の
乖
離
を
生
み
出
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

共
済
組
合
組
織
の
拡
大
と
社
会
立
法
へ
の
関
与
第
三
共
和
政
期
に
入
る
と
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
な
労
災
補
償
問
題
を
大
き
な
契
機
と
し
、
ま
た
パ
ス
ト
ゥ
ー
ル
革
命
と
呼
ば
れ
る
伝
染
病
治
療
へ
の
関
心
の
高
ま
り
（
と
く
に
結
核
予
防
は
重
要
な
問
題
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
た
）
の
な
か
で
、
国
家
の
重
要
な
政
策
的
課
題
と
し
て
、
本
格
的
な
社
会
保
険
制
度
の
導
入
を
求
め
る
声
が
議
会
内
外
か
ら
次
第
に
高
ま
っ
て
い
く
。
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こ
う
し
た
動
き
に
対
し
て
、
共
済
組
合
組
織
は
、
積
極
的
な
加
入
者
増
加
策
に
よ
っ
て
、
疾
病
給
付
制
度
を
中
心
に
地
域
社
会
に
お
い
て
確
実
に
加
入
者
を
増
加
さ
せ
、
次
第
に
需
要
が
高
ま
っ
て
行
っ
た
フ
ラ
ン
ス
の
医
療
制
度
を
下
支
え
す
る
上
で
極
め
て
重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
鉄
鋼
・
鉱
山
労
働
者
な
ど
を
中
心
に
職
域
に
お
い
て
次
第
に
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
老
齢
年
金
に
関
し
て
は
、
ほ
と
ん
ど
の
共
済
組
合
が
制
度
と
し
て
は
設
け
て
い
る
も
の
の
、
疾
病
給
付
の
余
剰
金
を
財
源
と
す
る
も
の
が
多
く
、
政
府
の
管
理
す
る
国
民
老
齢
年
金
基
金
と
同
様
に
給
付
水
準
が
極
め
て
低
く
、
老
後
の
生
活
を
一
定
程
度
保
障
す
る
年
金
給
付
を
実
現
す
る
状
態
に
は
ほ
ど
遠
か
っ
た
。
ま
た
当
時
の
労
働
者
に
と
っ
て
最
大
の
関
心
は
、
退
職
後
や
老
齢
へ
の
備
え
で
は
な
く
、
景
気
変
動
な
ど
に
と
も
な
う
失
業
に
対
す
る
恐
れ
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
失
業
保
険
の
導
入
に
対
し
て
は
、
費
用
負
担
の
増
大
を
懸
念
す
る
経
営
者
団
体
や
、
失
業
問
題
に
対
す
る
国
家
責
任
の
明
確
化
を
忌
避
す
る
政
府
の
反
対
な
ど
各
方
面
か
ら
強
い
抵
抗
が
示
さ
れ
、
新
し
い
社
会
保
険
と
し
て
の
失
業
保
険
制
度
の
実
現
は
容
易
で
は
な
い
状
況
に
あ
っ
た
。
疾
病
給
付
な
ど
と
異
な
り
使
用
者
や
国
家
か
ら
の
拠
出
の
な
い
失
業
給
付
は
実
際
上
保
険
と
し
て
機
能
し
得
ず
、
任
意
加
入
を
前
提
と
す
る
共
済
組
合
組
織
に
対
し
て
労
働
者
階
層
が
大
き
な
関
心
を
示
さ
な
い
理
由
が
そ
こ
に
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
、
第
三
共
和
政
期
の
共
済
組
合
運
動
に
と
っ
て
重
要
な
課
題
は
次
の
二
点
に
あ
っ
た
。
第
一
は
、
経
営
者
団
体
の
進
め
る
パ
テ
ル
ナ
リ
ス
ム
的
諸
制
度
の
拡
充
や
、
政
府
を
主
体
と
す
る
社
会
保
険
制
度
創
設
の
動
き
（
一
八
八
六
年
に
は
国
民
老
齢
年
金
基
金
の
改
革
も
行
わ
れ
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
な
職
域
年
金
と
の
接
合
も
企
図
さ
れ
る
）
に
対
抗
し
、
共
済
組
合
組
織
の
拡
大
や
組
織
を
支
え
る
法
的
・
制
度
的
基
盤
を
確
立
す
る
こ
と
で
あ
り
、
第
二
に
、
労
働
組
合
運
動
の
影
響
力
拡
大
に
対
抗
し
、
共
済
組
合
運
動
の
政
治
的
・
社
会
的
影
響
力
を
確
保
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
共
済
組
合
組
織
の
法
的
位
置
づ
け
の
確
立
に
関
し
て
は
、
共
済
組
合
運
動
の
中
心
的
活
動
家
で
あ
っ
た
マ
ー
ズ
（H
ippolyte
M
aze
）
に
よ
っ
て
、
一
八
八
一
年
に
共
済
組
合
組
織
の
新
た
な
法
制
化
の
提
起
が
な
さ
れ
、
第
二
帝
政
期
の
慈
善
的
な
共
済
組
２８４
フ
ラ
ン
ス
第
三
共
和
政
期
に
お
け
る
共
済
組
合
運
動
の
展
開
九
合
の
あ
り
方
か
ら
の
転
換
が
提
唱
さ
れ
た
。
共
済
組
合
組
織
の
全
国
組
織
会
議
も
一
九
八
三
年
の
リ
ヨ
ン
大
会
以
後
継
続
的
に
開
催
さ
れ
、
一
八
九
〇
年
に
は
「
共
済
組
合
全
国
連
盟
」（la
Ligue
n
ationale
de
la
prévoyance
etd
e
la
m
utualité
）
も
作
ら
れ
た
。
共
済
組
合
運
動
は
、
労
働
者
階
層
の
加
入
を
積
極
的
に
推
進
す
べ
き
か
否
か
な
ど
そ
の
方
向
性
を
め
ぐ
る
対
立
を
抱
え
、
ま
た
地
域
的
に
も
組
織
運
営
形
態
に
多
く
の
差
異
を
も
っ
て
い
た
が
、
共
和
主
義
派
へ
の
支
持
と
「
国
家
に
よ
る
強
制
」
の
排
除
な
ど
自
主
的
な
組
織
の
形
成
を
目
指
す
点
で
は
一
致
し
て
い
た
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
一
八
九
三
年
に
は
公
的
扶
助
立
法
の
一
つ
と
し
て
「
医
療
扶
助
法
」
が
制
定
さ
れ
る
な
ど
、
地
域
に
お
け
る
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
需
要
が
拡
大
し
、
そ
う
し
た
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
下
支
え
す
る
機
関
と
し
て
共
済
組
合
組
織
の
活
用
を
強
く
主
張
し
て
い
た
医
師
組
合
の
方
針
も
あ
っ
て
（
多
く
の
地
域
で
は
医
師
自
身
が
共
済
組
合
組
織
の
運
営
に
携
わ
っ
て
い
た
）、
疾
病
給
付
を
中
心
に
加
入
者
を
増
加
さ
せ
て
い
た
共
済
組
合
組
織
の
重
要
性
が
こ
の
時
期
に
は
強
く
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
状
況
を
受
け
て
、
最
初
の
社
会
保
険
制
度
で
あ
る
労
災
補
償
法
が
成
立
し
た
一
八
九
八
年
に
は
、
い
わ
ゆ
る
共
済
組
合
憲
章
と
呼
ば
れ
る
「
共
済
組
合
法
」（Loi
d
u
５
av
ril１８９８
relativ
e
au
x
so
ciétés
de
seco
u
rs
m
utu
els
）
が
制
定
さ
れ
、
共
済
組
合
組
織
は
、
被
保
険
者
の
任
意
加
入
を
前
提
と
し
な
が
ら
も
社
会
保
険
制
度
の
担
い
手
と
し
て
法
的
に
も
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
共
済
組
合
組
織
は
、
医
療
保
険
・
老
齢
年
金
・
生
命
保
険
・
廃
疾
保
険
な
ど
社
会
保
障
に
関
す
る
ほ
と
ん
ど
の
領
域
に
わ
た
る
金
庫
を
設
置
し
（
特
別
制
度
と
し
て
失
業
保
険
や
職
業
紹
介
等
も
認
可
さ
れ
た
）、
加
入
者
か
ら
保
険
料
を
徴
収
し
給
付
を
行
う
こ
と
が
公
的
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
共
済
組
合
法
の
成
立
以
後
、
共
済
組
合
へ
の
加
入
者
は
飛
躍
的
に
増
大
し
、
一
九
〇
一
年
に
は
、
約
一
万
五
、
〇
〇
〇
の
共
済
組
合
組
織
に
二
六
〇
万
人
の
加
入
者
を
数
え
る
に
い
た
っ
た
。
し
か
し
、
共
済
組
合
組
織
の
規
模
的
拡
大
は
、
地
域
単
位
で
多
数
の
零
細
な
共
済
組
合
を
叢
生
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
地
域
的
に
き
わ
め
て
多
様
化
し
た
組
織
運
営
や
脆
弱
な
財
政
基
松
山
大
学
論
集
第
十
七
巻
第
五
号
一
〇
２８３
盤
に
関
し
て
多
く
の
問
題
を
共
済
組
合
組
織
に
も
た
ら
す
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
問
題
に
対
し
て
、
共
済
組
合
組
織
は
、
一
九
〇
二
年
に
「
フ
ラ
ン
ス
共
済
組
合
全
国
連
合
」
（FN
M
F,la
Fédératio
n
n
atio
n
ale
d
e
la
m
utu
alité
française
）
を
結
成
し
、
機
関
紙
の
発
行
や
全
国
大
会
の
開
催
に
よ
っ
て
そ
の
社
会
的
影
響
力
の
確
保
に
努
め
て
い
く
。
ま
た
国
家
に
よ
る
積
極
的
社
会
政
策
を
主
張
す
る
労
働
組
合
運
動
を
背
景
に
し
た
社
会
主
義
勢
力
の
台
頭
（
一
九
〇
五
年
のSFIO
の
結
成
な
ど
）
は
、
地
域
に
お
け
る
名
望
家
支
配
に
支
え
ら
れ
て
い
た
こ
の
時
期
の
共
済
組
合
組
織
に
と
っ
て
、
そ
の
政
治
的
基
盤
を
揺
る
が
せ
る
も
の
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
く
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
時
期
以
降
共
済
組
合
組
織
は
、
次
第
に
議
会
内
に
足
場
を
確
保
し
た
社
会
主
義
勢
力
と
密
接
な
関
連
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
く
労
働
組
合
運
動
と
の
提
携
で
は
な
く
、
政
治
的
に
は
、
革
命
的
左
派
と
個
人
主
義
派
の
双
方
に
対
抗
し
て
い
た
、
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
（Léo
n
B
o
u
rgeois
）
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
急
進
的
共
和
主
義
派
と
の
提
携
を
よ
り
深
め
さ
せ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
共
済
組
合
組
織
が
急
進
的
共
和
主
義
派
へ
の
支
持
を
強
め
て
い
っ
た
背
景
に
は
、
当
時
の
急
進
的
共
和
主
義
派
が
、
自
由
主
義
と
社
会
主
義
、
科
学
（scien
ce
）
と
道
徳
（m
o
rale
）
の
間
の
橋
渡
し
を
し
、
両
者
を
結
び
つ
け
る
こ
と
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
か
か
げ
て
お
り
、
当
時
の
共
済
組
合
組
織
が
模
索
し
て
い
た
各
種
団
体
の
自
治
と
両
立
で
き
る
共
和
政
国
家
像
に
も
っ
と
も
近
接
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
と
も
に
、
共
済
組
合
組
織
に
よ
る
労
働
者
・
農
民
の
組
織
化
に
強
く
反
対
し
て
い
た
ジ
ョ
レ
ス
な
ど
社
会
主
義
派
と
の
対
立
関
係
に
お
い
て
急
進
的
共
和
主
義
派
が
大
き
な
後
ろ
楯
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
第
三
共
和
政
期
の
共
済
組
合
組
織
の
拡
大
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
直
前
の
一
九
一
四
年
段
階
に
お
い
て
、
約
五
三
〇
万
人
を
組
織
し
、労
使
の
拠
出
を
基
礎
と
す
る
職
域
保
険
を
規
模
的
に
は
凌
駕
す
る
、最
大
の
保
険
給
付
組
織
と
し
て
確
立
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
時
期
の
共
済
組
合
組
織
は
、
政
府
部
内
お
よ
び
議
会
の
一
部
か
ら
提
起
さ
れ
た
新
し
い
社
会
保
険
制
度
の
創
設
に
対
し
て
は
、
共
済
組
合
組
織
へ
の
加
入
者
の
減
少
な
ど
を
警
戒
し
て
極
め
て
否
定
的
で
あ
り
、
と
く
に
保
険
制
度
へ
の
「
強
制
加
入
」
に
は
、
各
種
金
庫
へ
の
個
人
の
任
意
加
入
の
原
則
に
固
執
し
て
あ
く
ま
で
反
対
す
る
運
動
を
展
開
し
た
。
２８２
フ
ラ
ン
ス
第
三
共
和
政
期
に
お
け
る
共
済
組
合
運
動
の
展
開
一
一
第
三
節
「
社
会
連
帯
」
概
念
の
浸
透
と
「
一
九
一
〇
年
年
金
保
険
法
」
の
挫
折

本
格
的
な
社
会
保
障
制
度
の
創
設
を
め
ぐ
る
議
会
の
動
き
一
九
世
紀
末
以
来
社
会
主
義
諸
勢
力
の
議
会
内
進
出
と
も
相
互
に
関
連
し
な
が
ら
、
社
会
問
題
が
政
治
問
題
と
し
て
大
き
く
登
場
し
て
く
る
状
況
下
で
、
二
〇
世
紀
初
頭
に
は
従
来
の
救
貧
政
策
と
は
異
な
る
範
疇
と
し
て
の
「
社
会
保
障
」
が
次
第
に
議
論
さ
れ
て
い
く
よ
う
に
な
る
。
し
か
し
、
自
助
努
力
と
国
家
の
生
活
領
域
へ
の
不
介
入
を
原
則
と
す
る
一
九
世
紀
後
半
の
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
に
と
っ
て
、
国
家
な
い
し
は
公
的
組
織
に
基
づ
く
個
人
の
生
活
保
障
と
い
う
発
想
は
唾
棄
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
社
会
保
障
制
度
の
導
入
を
新
た
な
社
会
立
法
に
よ
っ
て
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、
こ
う
し
た
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
を
克
服
す
る
論
理
を
国
民
議
会
に
お
い
て
確
立
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
当
時
の
国
民
議
会
は
、
ド
レ
フ
ュ
ス
事
件
前
後
の
混
沌
と
し
た
思
想
状
況
を
反
映
し
て
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
に
多
極
化
の
様
相
を
見
せ
は
じ
め
て
お
り
、伝
統
的
な
保
守
派
や
経
済
的
自
由
主
義
派
に
対
抗
す
る
勢
力
も
、社
会
主
義
派
・
社
会
主
義
的
急
進
派
・
急
進
的
共
和
主
義
派
・
急
進
的
改
革
派
・
進
歩
的
共
和
主
義
派
な
ど
に
分
立
し
、
新
し
い
社
会
保
障
制
度
の
必
要
性
に
お
い
て
は
一
致
し
て
も
、
積
極
的
な
国
家
の
介
入
の
是
非
や
制
度
の
管
理
運
営
主
体
・
財
源
確
保
等
を
め
ぐ
っ
て
激
し
い
議
論
が
展
開
さ
れ
て
い
た
。
二
〇
世
紀
初
頭
に
は
、
国
民
議
会
に
新
し
く
設
け
ら
れ
た
「
社
会
保
障
・
保
険
委
員
会
」
を
中
心
に
本
格
的
な
社
会
保
障
制
度
の
創
設
を
め
ぐ
る
議
論
が
展
開
さ
れ
て
い
く
。
そ
こ
で
の
議
論
で
強
調
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
は
、
大
革
命
が
目
指
し
た
価
値
の
一
つ
で
あ
る
「
友
愛
」（fraternité
）
の
理
念
と
結
び
つ
い
た
「
社
会
連
帯
」（solid
arité
so
ciale
）
の
概
念
で
あ
る
。
一
八
九
六
年
の
「
サ
ン＝
マ
ン
デ
綱
領
」
で
国
家
に
よ
る
社
会
政
策
の
必
要
を
訴
え
た
ミ
ル
ラ
ン
（A
lex
and
re
M
illerand
）
な
ど
急
進
的
松
山
大
学
論
集
第
十
七
巻
第
五
号
一
二
２８１
改
革
派
や
急
進
的
共
和
主
義
派
さ
ら
に
社
会
主
義
派
は
、
こ
の
委
員
会
に
お
い
て
従
来
の
救
貧
政
策
と
は
異
な
る
新
た
な
社
会
立
法
の
必
要
性
を
強
調
し
た
。「
委
員
会
は
、
社
会
連
帯
に
か
か
わ
る
業
務
を
共
和
国
の
義
務
と
考
え
る
。」「
社
会
連
帯
は
、
法
で
定
め
ら
れ
た
個
人
の
権
利
を
容
認
す
る
点
で
、
ま
た
諸
個
人
に
そ
の
権
利
を
実
現
す
る
法
的
手
段
を
与
え
る
点
に
お
い
て
慈
善
（ch
arité
）
と
は
本
質
的
に
異
な
る
。」「
社
会
連
帯
の
原
則
は
二
つ
の
区
別
さ
れ
る
実
現
手
段
に
よ
っ
て
統
制
さ
れ
る
、
す
な
わ
ち
「
保
険
」（assu
ran
ce
）
と
「
扶
助
」（assistan
ce
）
で
あ
る
。」（
一
九
〇
二
年
一
二
月
五
日
の
委
員
会
報
告
）
こ
こ
で
強
調
さ
れ
た
社
会
連
帯
の
原
理
は
、
や
が
て
各
種
社
会
立
法
に
お
い
て
、
職
域
的
互
助
や
慈
善
的
給
付
に
と
ど
ま
ら
な
い
、
普
遍
的
な
社
会
保
障
制
度
の
制
度
原
理
と
し
て
具
体
的
に
示
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
こ
の
社
会
連
帯
の
概
念
は
、
現
在
の
社
会
保
障
法
典
（Cod
e
d
e
la
sécu
rité
so
ciale
）
に
お
い
て
も
、
フ
ラ
ン
ス
社
会
保
障
シ
ス
テ
ム
の
根
本
的
原
則
と
し
て
謳
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
に
か
け
て
、
こ
れ
ま
で
の
共
済
組
合
組
織
に
お
け
る
相
互
扶
助
の
原
理
に
代
わ
る
、
国
民
的
規
模
で
の
社
会
連
帯
の
観
念
の
浸
透
が
フ
ラ
ン
ス
社
会
に
お
い
て
も
進
ん
だ
こ
と
は
、
一
八
八
九
年
パ
リ
万
国
救
済
会
議
の
開
催
な
ど
に
よ
る
世
論
の
関
心
の
高
ま
り
だ
け
で
な
く
、
こ
の
時
期
次
々
と
公
的
扶
助
立
法
が
進
め
ら
れ
た
こ
と
と
も
密
接
な
関
連
を
も
っ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
一
八
九
三
年
七
月
一
五
日
「
医
療
扶
助
法
」、
一
九
〇
四
年
六
月
三
〇
日
「
児
童
扶
助
法
」、
一
九
〇
五
年
七
月
一
四
日
「
社
会
扶
助
法
」
と
次
々
に
立
法
化
が
行
わ
れ
、
旧
来
の
救
貧
政
策
や
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
を
中
心
と
す
る
慈
善
事
業
と
は
は
っ
き
り
区
別
さ
れ
る
社
会
救
済
の
体
系
が
模
索
さ
れ
は
じ
め
て
い
く
。
こ
う
し
た
状
況
や
す
で
に
述
べ
た
職
域
保
険
の
拡
充
を
受
け
て
、
政
府
は
全
産
業
の
労
働
者
を
対
象
と
す
る
老
齢
年
金
制
度
の
創
設
を
目
指
す
こ
と
に
な
る
。

一
九
一
〇
年
「
労
働
者
農
民
老
齢
年
金
保
険
法
」
の
成
立
と
挫
折
一
九
一
〇
年
に
制
定
さ
れ
た
「
労
働
者
農
民
老
齢
年
金
保
険
法
」
は
、
す
べ
て
の
被
雇
傭
者
を
対
象
と
す
る
強
制
保
険
制
度
の
２８０
フ
ラ
ン
ス
第
三
共
和
政
期
に
お
け
る
共
済
組
合
運
動
の
展
開
一
三
採
用
と
い
う
点
で
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
社
会
保
険
の
あ
り
方
と
し
て
画
期
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
一
九
一
〇
年
法
は
そ
の
成
立
に
至
る
ま
で
長
期
間
を
要
し
、
し
か
も
結
果
と
し
て
当
初
法
案
が
目
指
し
た
も
の
と
は
程
遠
い
状
況
し
か
生
み
出
し
得
な
か
っ
た
。
こ
の
法
案
審
議
が
長
び
い
た
主
な
原
因
は
、
国
庫
支
出
の
増
大
に
よ
る
財
政
破
綻
を
恐
れ
る
政
府
の
強
い
懸
念
と
保
守
的
な
元
老
院
の
反
対
に
あ
っ
た
が
、議
会
に
お
け
る
議
論
の
焦
点
は
、強
制
保
険
制
度
の
採
用
と
い
う
法
案
の
根
幹
に
関
わ
る
部
分
に
あ
っ
た
。
こ
の
点
で
の
合
意
が
容
易
に
成
立
し
な
か
っ
た
こ
と
と
、
院
外
に
お
い
て
もCG
T
な
ど
主
要
労
働
組
合
組
織
が
、
国
庫
負
担
の
割
合
が
き
わ
め
て
低
い
こ
と
な
ど
を
理
由
に
こ
の
法
案
に
は
極
め
て
否
定
的
だ
っ
た
こ
と
が
、
早
期
の
法
案
成
立
を
き
わ
め
て
困
難
な
も
の
と
し
た
。
結
果
的
に
こ
の
法
案
は
多
く
の
修
正
を
加
え
た
う
え
で
辛
う
じ
て
成
立
し
た
。
一
九
一
〇
年
「
労
働
者
農
民
老
齢
年
金
法
」
の
特
徴
は
、
次
の
三
点
に
あ
っ
た
。
第
一
に
、
他
の
公
的
年
金
制
度
に
属
し
て
い
な
い
す
べ
て
の
被
雇
傭
者
を
対
象
と
し
た
初
め
て
の
強
制
加
入
制
度
（
農
業
労
働
者
を
含
め
年
収
三
、
〇
〇
〇
フ
ラ
ン
以
下
の
被
傭
者
全
員
を
対
象
と
し
、
そ
れ
以
上
の
所
得
者
や
自
営
農
な
ど
は
任
意
加
入
と
す
る
）
を
導
入
し
て
い
る
点
。
第
二
に
、
年
金
の
財
源
と
し
て
、
労
使
が
拠
出
す
る
保
険
料
に
加
え
て
国
庫
負
担
を
加
え
て
い
る
点
。
第
三
に
、
制
度
の
管
理
運
営
が
単
一
の
中
央
金
庫
に
統
一
さ
れ
ず
、
各
種
金
庫
が
活
用
さ
れ
る
な
ど
制
度
運
営
が
極
め
て
複
雑
で
あ
る
点
、
で
あ
る
。
こ
う
し
た
特
徴
の
う
ち
第
三
の
点
に
関
し
て
は
、
法
案
の
審
議
過
程
で
単
一
中
央
金
庫
の
創
設
も
検
討
さ
れ
た
。
し
か
し
、
被
保
険
者
の
加
入
す
べ
き
管
理
運
営
組
織
の
決
定
は
、
被
保
険
者
の
自
由
な
選
択
権
を
尊
重
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
意
見
が
元
老
院
だ
け
で
な
く
国
民
議
会
に
も
根
強
く
、
結
果
的
に
国
民
老
齢
年
金
基
金
や
共
済
組
合
組
織
な
ど
既
存
の
金
庫
が
管
理
運
営
機
関
と
し
て
活
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
保
険
金
庫
の
多
元
化
が
は
か
ら
れ
た
結
果
、
保
険
料
の
徴
収
は
徹
底
せ
ず
、
多
く
の
労
働
者
も
将
来
の
た
め
の
拠
出
を
忌
避
し
た
た
め
、
制
度
の
実
施
か
ら
二
年
を
経
た
一
九
一
二
年
で
も
、
法
の
予
想
す
る
適
用
対
象
者
一
、
二
〇
〇
万
人
中
、
実
際
の
加
入
者
は
二
五
六
万
人
に
止
ま
っ
て
い
た
（
加
入
者
数
は
そ
の
後
次
第
に
増
加
す
る
も
の
松
山
大
学
論
集
第
十
七
巻
第
五
号
一
四
２７９
の
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
に
は
大
き
く
減
少
す
る
）。
こ
の
よ
う
に
一
九
一
〇
年
老
齢
年
金
法
は
、
費
用
負
担
の
増
大
を
恐
れ
る
使
用
者
だ
け
で
な
く
、
そ
の
恩
恵
を
受
け
る
は
ず
の
労
働
者
か
ら
も
積
極
的
支
持
を
得
ら
れ
ず
、
職
域
保
険
の
原
理
を
全
産
業
に
拡
大
し
よ
う
と
し
た
政
府
の
意
図
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
質
的
に
は
立
法
趣
旨
の
強
制
保
険
で
は
な
く
、
任
意
保
険
制
度
と
し
て
し
か
機
能
し
な
い
事
態
を
生
み
出
し
た
。
第
四
節
共
済
組
合
運
動
の
転
換
と
「
一
九
二
八－
三
〇
年
社
会
保
険
法
」
の
成
立

「
一
九
二
八－
三
〇
年
社
会
保
険
法
」
の
成
立
一
九
二
八－
三
〇
年
「
社
会
保
険
法
」
は
、
上
述
の
一
九
一
〇
年
法
の
欠
陥
を
反
省
し
、
ま
た
第
一
次
世
界
大
戦
と
い
う
未
曾
有
の
経
済
・
社
会
構
造
へ
の
衝
撃
や
、
す
で
に
充
実
し
た
社
会
保
険
制
度
が
整
備
さ
れ
て
い
た
ア
ル
ザ
ス
・
ロ
レ
ー
ヌ
の
フ
ラ
ン
ス
領
へ
の
編
入
な
ど
の
諸
条
件
を
ふ
ま
え
た
上
で
構
想
さ
れ
た
。
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
こ
の
時
期
に
は
、
戦
争
に
よ
る
多
く
の
廃
疾
者
や
寡
婦
の
発
生
と
い
う
事
態
を
受
け
、
個
人
的
生
活
保
障
に
立
脚
す
る
社
会
保
障
制
度
は
、
制
度
の
分
権
化
と
自
治
、
当
事
者
の
管
理
・
運
営
へ
の
参
加
に
よ
っ
て
「
強
制
の
な
か
の
自
由
」（lib
erté
d
an
s
l’oblig
atoire
）
を
実
現
す
る
、
と
い
う
論
理
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
社
会
保
障
立
法
を
め
ぐ
る
議
論
に
お
け
る
最
大
の
論
争
点
で
あ
っ
た
強
制
保
険
の
採
用
を
新
し
い
社
会
保
険
制
度
の
大
原
則
に
据
え
よ
う
と
し
て
い
た
。
総
力
戦
の
経
験
が
社
会
保
険
制
度
の
必
要
性
に
対
す
る
国
民
の
意
識
を
大
き
く
変
え
て
い
た
。
ま
た
た
と
え
ば
、
こ
れ
ま
で
他
地
域
に
比
べ
高
い
労
働
条
件
を
誇
り
、
全
国
一
律
の
保
険
料
拠
出
に
反
対
し
て
い
た
北
部
炭
鉱
労
働
者
が
、
戦
争
で
大
打
撃
を
受
け
こ
れ
ま
で
の
方
針
を
転
換
す
る
な
ど
、
社
会
保
険
制
度
に
対
す
る
労
働
組
合
運
動
の
姿
勢
に
も
大
き
な
変
化
が
生
ま
れ
始
め
て
い
た
。
こ
う
し
た
状
況
を
受
け
て
、
当
初
の
議
論
に
お
い
て
強
制
保
険
の
導
入
に
強
く
反
対
し
て
い
た
共
済
組
合
組
織
も
、
社
会
保
険
２７８
フ
ラ
ン
ス
第
三
共
和
政
期
に
お
け
る
共
済
組
合
運
動
の
展
開
一
五
制
度
導
入
を
求
め
る
世
論
に
押
さ
れ
る
形
で
、
こ
れ
ま
で
の
方
針
を
転
換
し
、
フ
ラ
ン
ス
共
済
組
合
全
国
連
合
（FN
M
F
）
が
一
九
二
三
年
の
リ
ヨ
ン
大
会
に
お
い
て
、
共
済
組
合
組
織
へ
の
任
意
加
入
の
原
則
な
ど
個
人
の
自
律
的
生
活
保
障
へ
の
国
家
不
介
入
の
原
理
を
脅
か
さ
な
い
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
新
し
い
社
会
保
険
制
度
の
導
入
を
支
持
す
る
と
の
方
向
を
打
ち
出
し
、
従
来
の
強
制
加
入
絶
対
反
対
の
姿
勢
か
ら
の
転
換
を
行
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
こ
の
社
会
保
障
立
法
に
対
す
る
共
済
組
合
組
織
の
方
針
転
換
は
、
普
遍
的
社
会
保
険
制
度
の
担
い
手
と
し
て
の
共
済
組
合
の
組
織
的
限
界
の
認
識
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
強
制
加
入
を
原
則
と
す
る
社
会
保
険
制
度
と
共
済
組
合
組
織
と
の
接
合
を
は
か
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
共
済
組
合
組
織
の
自
立
性
を
、
強
制
的
加
入
を
原
則
と
す
る
新
し
い
社
会
保
険
制
度
の
な
か
で
も
維
持
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
制
度
設
計
を
各
種
社
会
立
法
に
お
い
て
求
め
た
の
で
あ
る
。
事
実
上
最
大
の
保
険
給
付
機
関
と
し
て
多
く
の
加
入
者
を
擁
す
る
共
済
組
合
組
織
の
こ
う
し
た
意
向
を
無
視
し
て
、
国
家
行
政
機
関
が
主
導
す
る
新
し
い
社
会
保
険
制
度
を
構
想
す
る
こ
と
に
は
大
き
な
困
難
が
予
想
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
議
論
の
焦
点
は
、
強
制
的
な
社
会
保
険
制
度
の
導
入
は
「
国
家
主
義
」
的
だ
と
す
る
諸
社
会
集
団
の
抱
い
て
い
る
危
惧
に
抵
触
し
な
い
形
で
、
新
し
い
社
会
保
険
制
度
を
い
か
に
具
体
化
す
る
か
に
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
議
論
の
な
か
で
、
こ
の
法
案
審
議
で
提
案
さ
れ
て
い
く
の
が
、
政
府
が
当
初
盛
り
込
ん
だ
「
単
一
金
庫
」
主
義
を
、
共
済
組
合
組
織
の
主
張
を
取
り
入
れ
て
修
正
し
、
保
険
制
度
へ
の
被
保
険
者
の
加
入
に
際
し
て
、
各
自
に
金
庫
選
択
の
自
由
を
与
え
、
す
で
に
各
種
共
済
組
合
組
織
に
加
入
し
て
い
る
者
に
つ
い
て
は
共
済
組
合
金
庫
へ
の
加
入
を
原
則
と
す
る
、
社
会
保
険
制
度
に
お
け
る
「
共
済
組
合
原
則
」
の
導
入
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
社
会
保
険
法
の
審
議
を
め
ぐ
っ
て
は
、
社
会
主
義
諸
派
の
勢
力
拡
大
と
、
第
一
次
世
界
大
戦
前
の
サ
ン
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
的
立
場
か
ら
転
換
し
、
社
会
保
険
制
度
の
強
力
な
推
進
勢
力
と
な
っ
たCG
T
多
数
派
の
院
外
で
の
強
力
な
活
動
に
も
影
響
さ
れ
、む
し
ろ
当
初
の
政
府
案
に
盛
り
込
ま
れ
た
単
一
金
庫
の
原
則
が
再
確
認
さ
れ
、新
し
く
設
立
さ
れ
る
県
単
位
の
金
庫
が
、
松
山
大
学
論
集
第
十
七
巻
第
五
号
一
六
２７７
各
種
共
済
組
合
組
織
な
ど
が
組
織
し
て
い
る
金
庫
を
統
括
す
る
役
割
を
担
い
、
間
接
的
な
が
ら
統
一
金
庫
の
実
現
が
は
か
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
議
論
を
へ
て
、
一
九
二
八
年
「
社
会
保
険
法
」
（Loid
u
５
A
vril１９２８
su
rles
assu
ran
ces
so
ciales
）
が
成
立
す
る
。
一
九
二
八
年
法
の
特
徴
は
、
次
の
三
点
に
要
約
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
に
、
強
制
保
険
制
度
を
採
用
し
た
こ
と
、
す
な
わ
ち
年
間
所
得
一
万
五
、
〇
〇
〇
フ
ラ
ン
以
下
（
た
だ
し
扶
養
す
る
家
族
数
に
よ
っ
て
基
準
所
得
に
は
若
干
の
幅
が
あ
る
）
の
被
雇
傭
者
す
べ
て
を
対
象
と
し
、
疾
病
・
廃
疾
・
老
齢
・
死
亡
・
出
産
な
ど
に
対
し
て
給
付
を
行
う
も
の
と
し
た
こ
と
。
第
二
に
、
最
大
の
懸
案
で
あ
っ
た
「
保
険
の
統
一
」
す
な
わ
ち
共
済
組
合
組
織
等
の
各
種
金
庫
を
統
括
す
る
「
単
一
金
庫
」
を
原
則
と
し
て
県
単
位
で
創
設
し
た
こ
と
。
第
三
に
、
保
険
の
三
者
（
使
用
者
・
被
雇
傭
者
・
国
家
）
負
担
の
原
則
を
確
認
し
た
こ
と
、
で
あ
る
。
こ
う
し
た
特
徴
を
持
つ
一
九
二
八
年
法
は
、
一
九
三
〇
年
二
月
五
日
か
ら
実
施
さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
法
案
が
議
会
を
通
過
し
た
直
後
か
ら
、
自
由
診
療
の
原
則
を
掲
げ
る
「
医
師
組
合
」
（Confédératio
n
d
es
Syndicats
M
edicau
x
F
rançais
）
や
、
金
庫
設
立
の
自
由
を
主
張
す
る
共
済
組
合
組
織
を
中
心
に
各
方
面
で
大
き
な
反
対
運
動
が
お
こ
さ
れ
た
。
と
く
に
こ
の
社
会
保
障
法
に
対
す
る
医
師
組
合
の
診
療
拒
否
も
辞
さ
な
い
と
す
る
強
硬
な
反
対
の
姿
勢
は
、
法
の
執
行
を
延
期
さ
せ
る
事
態
に
発
展
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
ま
た
共
済
組
合
組
織
が
こ
の
社
会
保
険
法
の
実
施
に
反
対
し
た
最
大
の
論
拠
は
、
県
金
庫
に
よ
る
各
種
金
庫
の
統
括
に
よ
っ
て
、
事
実
上
共
済
組
合
組
織
は
そ
の
自
律
性
の
基
盤
を
失
い
、
国
家
行
政
機
関
の
下
部
機
構
に
改
変
さ
せ
ら
れ
て
し
ま
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
反
対
運
動
に
直
面
し
、A
ctio
n
française
に
代
表
さ
れ
る
右
派
勢
力
の
示
威
行
動
な
ど
院
外
の
騒
然
と
し
た
雰
囲
気
の
中
、
事
態
の
収
拾
に
失
敗
し
た
政
府
は
、
こ
の
法
律
を
実
際
に
執
行
す
る
以
前
に
法
の
修
正
案
を
議
会
に
提
出
し
、
そ
の
成
立
に
よ
っ
て
一
九
二
八
年
法
は
実
際
に
は
執
行
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
次
に
成
立
し
た
一
九
三
〇
年
修
正
法（Loi
m
odifant
et
co
m
plétant
la
loid
u
５
A
vril １９２８
su
rles
assu
ran
ces
so
ciales
）
に
そ
の
ま
ま
引
き
継
が
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
２７６
フ
ラ
ン
ス
第
三
共
和
政
期
に
お
け
る
共
済
組
合
運
動
の
展
開
一
七
一
九
二
八
年
法
を
修
正
す
る
形
で
成
立
し
た
一
九
三
〇
年
法
の
特
徴
は
、
一
九
二
八
年
法
の
最
大
の
特
徴
で
あ
っ
た
「
保
険
の
統
一
」
お
よ
び
単
一
金
庫
の
原
則
を
改
め
、
県
金
庫
に
よ
る
各
種
金
庫
の
統
括
を
廃
止
し
、
各
種
金
庫
が
対
等
な
立
場
に
立
っ
て
組
織
の
運
営
・
管
理
を
行
う
こ
と
を
承
認
し
た
点
に
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
一
九
三
〇
年
法
で
は
、
共
済
組
合
、
労
働
組
合
、
経
営
者
団
体
、教
会
が
そ
れ
ぞ
れ
設
立
し
た
金
庫（
こ
れ
ら
の
金
庫
は
県
単
位
の
金
庫
と
区
別
し
て
、「
類
似
金
庫
」（caisses
d
’affinité
）
と
よ
ば
れ
た
）
と
県
金
庫
は
ま
っ
た
く
対
等
な
立
場
に
立
ち
、
被
保
険
者
は
各
自
の
選
択
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
類
似
金
庫
の
い
ず
れ
か
に
加
入
す
る
か
、
も
し
く
は
県
金
庫
に
加
入
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
統
一
的
な
制
度
運
営
主
体
が
確
立
さ
れ
な
か
っ
た
結
果
、
各
金
庫
は
被
保
険
者
の
制
度
間
の
移
動
等
に
起
因
す
る
煩
雑
な
事
務
処
理
に
忙
殺
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
ま
た
保
険
の
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
も
生
か
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
っ
た
。

「
共
済
組
合
原
則
」
の
確
立
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
単
一
金
庫
制
度
に
基
づ
く
普
遍
的
な
社
会
保
険
制
度
の
実
現
を
目
指
し
た
一
九
二
八－
三
〇
年
「
社
会
保
険
法
」
も
、
自
律
的
保
険
制
度
の
原
則
を
維
持
し
つ
づ
け
よ
う
と
す
る
共
済
組
合
組
織
な
ど
の
諸
勢
力
に
よ
っ
て
大
幅
な
変
容
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
し
か
し
、
激
し
い
反
対
運
動
の
結
果
、
金
庫
選
択
の
自
由
が
制
度
化
さ
れ
、
政
府
が
主
体
と
な
っ
て
形
成
し
た
県
金
庫
に
は
こ
れ
ら
類
似
金
庫
の
何
れ
に
も
加
入
し
な
か
っ
た
も
の
の
み
が
加
入
す
る
こ
と
を
原
則
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
社
会
保
険
法
成
立
後
、
各
種
類
似
金
庫
へ
の
加
入
者
は
県
金
庫
へ
の
加
入
者
を
大
き
く
下
回
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
の
時
期
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
も
普
遍
的
社
会
保
険
制
度
導
入
の
条
件
が
整
い
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
い
え
る
。
つ
ま
り
一
九
二
八－
三
〇
年
法
の
制
定
は
、
共
済
組
合
組
織
が
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
社
会
保
険
制
度
の
中
心
的
な
担
い
手
に
は
な
り
得
な
い
こ
と
を
明
確
に
示
す
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
フ
ラ
ン
ス
の
社
会
保
障
制
度
を
実
質
的
に
支
え
て
き
た
共
松
山
大
学
論
集
第
十
七
巻
第
五
号
一
八
２７５
済
組
合
組
織
に
対
し
て
、
事
実
上
の
最
後
通
牒
を
突
き
つ
け
る
も
の
で
あ
っ
た
と
す
る
解
釈
も
成
り
立
つ
。
た
だ
し
、
中
小
所
有
者
層
の
社
会
的
優
位
性
は
次
第
に
失
わ
れ
始
め
て
い
た
が
、
都
市
部
を
中
心
と
す
る
給
与
所
得
階
層
も
ま
だ
大
き
な
力
を
持
つ
状
況
で
は
な
か
っ
た
。
両
者
の
政
治
的
・
社
会
的
関
係
が
大
き
く
変
化
し
始
め
る
に
は
、
そ
の
後
の
「
人
民
戦
線
」
内
閣
成
立
期
以
降
を
待
つ
必
要
が
あ
る
。
こ
の
一
九
二
八－
三
〇
年
「
社
会
保
険
法
」
の
も
っ
と
も
重
要
な
意
義
は
、「
保
険
の
統
一
」
に
は
成
功
し
な
か
っ
た
も
の
の
、
社
会
保
障
問
題
を
め
ぐ
り
国
民
議
会
に
お
い
て
主
導
権
を
握
っ
て
い
た
急
進
的
共
和
主
義
派
が
社
会
主
義
派
と
の
提
携
の
な
か
で
、
社
会
連
帯
の
理
念
の
定
着
を
は
か
り
、
保
守
主
義
的
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
に
立
つ
議
員
を
多
く
抱
え
た
元
老
院
の
抵
抗
を
排
し
て
新
し
い
社
会
立
法
の
必
要
性
を
訴
え
、
被
雇
傭
者
す
べ
て
を
対
象
と
す
る
普
遍
的
社
会
保
険
制
度
の
導
入
を
強
力
に
推
し
進
め
る
こ
と
に
成
功
し
た
点
に
あ
っ
た
。
つ
ま
り
共
和
政
国
家
が
、
社
会
的
貧
困
や
社
会
問
題
の
解
決
に
向
け
て
確
固
と
し
た
役
割
を
果
た
す
こ
と
の
確
認
で
あ
り
、
大
革
命
が
掲
げ
た
普
遍
的
な
「
価
値
」
と
具
体
的
な
政
策
課
題
へ
の
対
応
を
社
会
保
障
制
度
の
実
現
と
い
う
形
で
示
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
急
進
的
共
和
主
義
派
を
中
心
と
す
る
社
会
保
険
制
度
の
推
進
派
が
、
一
連
の
社
会
立
法
に
関
わ
っ
て
果
た
し
た
も
っ
と
も
重
要
な
役
割
は
、
当
初
国
家
主
義
的
と
評
さ
れ
た
政
府＝
官
僚
機
構
の
構
想
と
、
こ
れ
ま
で
の
自
律
的
組
織
に
よ
る
私
的
自
治
的
生
活
保
障
を
原
則
と
す
る
共
済
組
合
組
織
や
宗
教
的
慈
善
組
織
な
ど
諸
社
会
団
体
の
構
想
と
を
、「
共
済
組
合
原
則
」
と
い
う
構
成
に
よ
っ
て
妥
協
さ
せ
る
こ
と
で
、
社
会
保
険
制
度
の
速
や
か
な
実
現
を
は
か
っ
た
こ
と
に
あ
る
（
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
社
会
保
障
制
度
の
一
般
化
の
問
題
を
論
じ
る
際
に
は
、
一
九
三
〇
年
代
に
そ
の
性
格
を
大
き
く
変
化
さ
せ
、
フ
ラ
ン
ス
社
会
保
障
制
度
の
独
自
性
と
も
い
わ
れ
る
家
族
手
当
制
度
（allo
catio
n
s
fam
iliales
）
に
つ
い
て
当
然
言
及
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
本
稿
で
は
こ
の
問
題
に
は
立
ち
入
ら
な
い
こ
と
と
す
る
）。
こ
の
共
済
組
合
原
則
は
、
社
会
保
険
が
国
家
行
政
機
構
に
よ
っ
て
直
接
管
理
さ
れ
る
「
国
家
主
義
」（Etatism
e
）
を
避
け
る
と
２７４
フ
ラ
ン
ス
第
三
共
和
政
期
に
お
け
る
共
済
組
合
運
動
の
展
開
一
九
と
も
に
、
共
済
組
合
組
織
を
強
制
保
険
と
は
ま
っ
た
く
無
関
係
で
完
全
な
自
主
的
組
織
と
し
て
存
続
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
強
制
保
険
制
度
を
前
提
と
し
た
、
一
つ
の
非
国
家
的
な
社
会
保
障
制
度
の
な
か
に
取
り
込
ん
で
い
く
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
や
が
て
社
会
保
障
制
度
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
的
特
徴
と
見
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
制
度
原
理
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
そ
の
運
用
に
お
い
て
は
効
率
性
を
欠
き
、
共
済
組
合
組
織
お
よ
び
そ
の
実
質
的
担
い
手
で
あ
っ
た
地
域
名
望
家
層
の
地
位
低
下
に
よ
っ
て
次
第
に
実
態
に
は
合
致
し
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
く
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
本
格
的
な
社
会
保
障
制
度
改
革
に
お
け
る
労
使
を
主
体
と
す
る
金
庫
理
事
会
に
よ
る
自
律
的
運
営
の
原
則
確
立
ま
で
続
い
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
結
論
こ
れ
ま
で
検
討
し
て
き
た
よ
う
に
、
共
済
組
合
組
織
は
、
第
三
共
和
政
期
の
社
会
立
法
過
程
に
お
い
て
二
つ
の
相
反
す
る
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な
っ
た
。
共
済
組
合
組
織
は
、
一
貫
し
て
社
会
保
険
制
度
の
国
家
主
義
的
構
成
に
反
対
し
つ
づ
け
、
ま
た
一
九
二
八
年
法
の
実
施
を
実
質
的
に
阻
止
す
る
な
ど
、
社
会
保
険
の
適
応
対
象
を
拡
大
し
よ
う
と
す
る
フ
ラ
ン
ス
社
会
保
障
制
度
「
一
般
化
」
の
大
き
な
障
害
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
他
方
で
共
済
組
合
組
織
は
、
そ
の
相
対
的
に
肥
沃
で
安
定
し
た
財
政
基
盤
を
も
と
に
、
疾
病
給
付
制
度
を
中
心
に
社
会
保
障
制
度
を
フ
ラ
ン
ス
社
会
に
定
着
さ
せ
る
う
え
で
最
大
の
貢
献
者
と
な
り
、
ま
た
同
時
に
共
済
組
合
原
則
と
い
う
こ
の
時
期
の
制
度
枠
組
み
に
お
け
る
最
大
の
受
益
者
で
も
あ
っ
た
。
第
三
共
和
政
期
の
社
会
保
障
立
法
が
、
共
済
組
合
原
則
と
い
う
制
度
枠
組
み
の
定
着
に
よ
っ
て
推
進
さ
れ
た
要
因
は
、
次
の
三
点
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
に
、
共
済
組
合
運
動
の
担
い
手
で
あ
る
地
方
名
望
家
を
最
大
の
支
持
基
盤
と
す
る
急
進
的
共
和
主
義
派
が
、
多
く
の
社
会
立
法
が
企
図
さ
れ
た
一
九
世
紀
末
か
ら
第
一
次
世
界
大
戦
勃
発
ま
で
の
時
期
に
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
に
多
極
化
し
た
国
民
議
会
に
お
い
て
相
対
的
な
安
定
性
を
確
保
し
、
保
守
派
に
対
抗
し
つ
つ
社
会
主
義
派
と
の
提
携
の
な
か
で
強
松
山
大
学
論
集
第
十
七
巻
第
五
号
二
〇
２７３
い
影
響
力
を
発
揮
し
、
そ
の
過
程
で
確
立
さ
れ
た
「
社
会
連
帯
」
の
観
念
が
そ
の
後
も
社
会
保
障
の
制
度
原
理
と
し
て
定
着
し
た
こ
と
。
第
二
に
、
組
織
化
の
遅
れ
た
経
営
者
団
体
や
と
く
に
労
働
組
合
組
織
が
、
例
え
ば
一
九
二
八
年
法
に
関
し
て
も
、
政
府
案
を
積
極
的
に
支
持
し
たCG
T
に
対
し
左
派
系
のCG
TU
は
強
く
反
対
し
た
よ
う
に
、
そ
の
組
織
間
の
対
立
か
ら
、
社
会
保
険
制
度
の
位
置
づ
け
に
関
し
て
必
ず
し
も
一
貫
し
た
方
針
を
打
ち
出
せ
な
か
っ
た
の
に
対
し
て
、
共
済
組
合
組
織
は
、
全
国
的
な
組
織
化
を
進
め
（FN
M
F
の
成
立
な
ど
）、
政
治
的
に
分
極
化
し
や
す
い
労
働
組
合
運
動
に
対
し
て
、
相
対
的
に
安
定
性
を
確
保
し
て
政
策
形
成
に
関
与
で
き
た
こ
と
。
第
三
に
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
、
被
傭
者
を
対
象
と
す
る
充
実
し
た
社
会
保
険
制
度
を
有
す
る
旧
ド
イ
ツ
領
の
編
入
や
、
社
会
保
障
制
度
に
関
す
る
労
働
運
動
多
数
派
の
方
針
転
換
に
よ
り
、
国
家
機
関
が
管
理
す
る
普
遍
的
な
社
会
保
険
制
度
導
入
を
求
め
る
動
き
も
強
ま
っ
た
が
、
不
安
定
な
国
際
経
済
・
通
貨
情
勢
な
ど
に
も
影
響
さ
れ
、
各
種
金
庫
の
全
面
的
・
画
一
的
な
国
家
管
理
に
対
す
る
不
安
感
が
国
民
に
は
根
強
く
、
各
種
金
庫
の
多
元
性
や
地
域
社
会
に
お
け
る
共
済
組
合
組
織
に
対
す
る
信
頼
性
が
、
社
会
保
障
制
度
の
拡
充
に
と
っ
て
む
し
ろ
積
極
的
に
評
価
さ
れ
た
こ
と
、
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
こ
の
時
期
の
共
済
組
合
組
織
が
、
社
会
立
法
の
推
進
過
程
に
お
い
て
、
大
き
な
影
響
力
を
行
使
し
得
た
の
は
、
産
業
化
の
進
展
に
と
も
な
い
普
遍
的
社
会
保
険
制
度
導
入
の
条
件
が
整
っ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
地
域
名
望
家
で
あ
る
小
所
有
者
階
層
の
政
治
的
・
社
会
的
影
響
力
の
強
さ
が
、
国
家
を
主
体
と
す
る
社
会
保
険
制
度
の
導
入
を
求
め
た
労
働
組
合
運
動
に
対
し
て
依
然
と
し
て
優
位
に
立
っ
て
い
た
と
い
う
こ
の
時
期
の
政
治
的
・
社
会
的
諸
条
件
の
な
か
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。
２７２
フ
ラ
ン
ス
第
三
共
和
政
期
に
お
け
る
共
済
組
合
運
動
の
展
開
二
一
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海
道
大
学
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三
五－
三
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四
合
併
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九
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。
田
端
博
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「
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東
京
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学
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史
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。
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組
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に
焦
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当
て
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
各
社
会
立
法
に
つ
い
て
は
概
要
の
み
を
記
述
し
、
注
も
省
略
し
た
。
拙
著
（
と
く
に
第
三
章
）
も
あ
わ
せ
て
御
参
照
く
だ
さ
り
、
ご
批
判
を
賜
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。）
松
山
大
学
論
集
第
十
七
巻
第
五
号
二
二
２７１
